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論文内容の要旨
本論文は、テレビなどの一般的なディスプレイを用いて、ステレオ方式の立体視を行うことができるホ
ログラフィック光学素子(HolographicOptical Element)とベネチアンブラインド(VenetianBlind)の
組み合わせシステムを提案し、その設計手法の有用性と試作システムの諸特性とを検討することによって
示したものである。そして、本方式による多視点ステレオ立体視を実現する方式とヘッドアップディスプ
レイ方式を提案し、それらの試作システムの基本特性を検討した結果について述べたものであるO
第 1章では、まず、本研究についての技術背景及び目的を述べた。
第2章では、人間の立体視について概観し、人聞が奥行き感を知覚するメカニズムの要因をあげ、立体
視の仕組みを述べた。また、立体視のために、両眼に異なる映像を与えるステレオグラムが実現できる各
種の立体表示方式について概説した。
第3章では、ホログラフィの基本原理及びホログラフィック光学素子の製作方法を述べた。そして、ホ
ログラフィック光学素子を用いた立体画像表示手法、特に、ホログラフィックステレオグラムでは、コヒー
レント再生とインコヒーレント再生について、それぞれの特徴を述べた。
第4章では、インコヒーレント再生ステレオグラムに用いたホログラフィック光学素子を製作する手法、
すなわち、 3次元空間のブラッグ条件により、ホログラムの再生条件と撮影条件を決定し、再生時の波長
選択性と角度選択性により、決まる再生光の空間分布特性から撮影条件を決定する手法を提案した。
第5章では、上述のホログラフィック光学素子とベネチアンブラインドで組み合わせたステレオグラム
立体視システムを提案した。そして、所望の特性をもっベネチアンブラインドの設計手法と諸特性を述べ
た。そして、ホログラフィック光学素子とベネチアンブラインドを組み合わせたスクリーンを用い、パソ
コンのモニタディスプレイ上で立体視ができることを実験結果によって示した。
第6章では、複数の観察者で同時に同じステレオ画像が観察できる本方式のスクリーンとヘッドアップ
ディスプレイを提案し、それらの基礎的な試作システムについて述べた。
最後に、第7章として、本研究の成果をまとめ、今後の課題を述べた。
論文審査の結果の要旨
ホログラフィックステレオグラムは縦スリットによって空間的に交互に配置された両眼視差映像をレン
チキュラーレンズスクリーンのような精度のよいスクリーンを必要とせず、両眼にそれぞれの映像を分配
することができるが、基本的にはレーザ光などのコヒーレント光源を必要とする。可視領域のインコヒー
レント光を用いた場合については、それぞれの回折光を空間的に分離することはできるが、透明なホログ
ラムを直接通過する、いわゆる、 0次光が観察者の目に入射することになる。本論文は、このO次光をベ
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ネチアンブラインドによって遮ることによって比較的良好な立体映像を観察することができる方式を提案
し、その設計手法の有用性を試作システムによって明らかにしている。
まず、可視領域のインコヒーレント光源について縦スリット型に交互に配置された両眼視差映像を左右
両眼位置に収束されることができるホログラムの特性とそのO次光を遮断できるベネチアンブラインドの
jレーパ角度の関係を明らかにしている。
次に、上述の関係を満足するホログラムの特性を3次元ブラッグ条件によって決定し、ホログラムを製
作する手法と撮影条件を示している。
最後に、両眼視差映像が交互にスリット状に配置された2次元ディスプレイ、ベネチアンブラインドス
クリーン、ホログラムの組み合わせによって立体表示ができることを試作システムによって示すとともに、
2次元ディスプレイからの平行光線画像に限れば本方式によった多視点立体映像の表示が可能であること
を示しているO
以上のように、本論文は、従来のホログラフィックステレオグラムの難点、であるコヒーレント光源を必
要とする難点を解決できる立体表示システムとその設計手法を提案し、その有用性を明らかにしており、
その研究成果は電子工学、特に、電子画像工学分野の発展に寄与すること大である。よって、本論文の著
者は博士(工学)の学位を受ける資格を有するものと認める。
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